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 局 別 審 査 

 

１ 田 中 ゆ き 委員（立憲党） 

 

１ 公園の受動喫煙対策について 

（１）公共施設の中でも公園の受動喫煙対策を進める理由について伺いたい。 

（２）５公園における禁煙の試行結果から分かったことについて伺いたい。 

（３）これからの受動喫煙対策では、ナッジ理論を参考にして市民が自然と行動で

きるような意識づけの手法をとるべきと考えるが、見解を伺いたい。 

（要望）子供の利用が多い公園における全面禁煙化を早期に実現することを要望す

る。 

（要望）今後は、全市的に子供の受動喫煙がゼロになるよう、公園だけではなく、

禁煙化が必要な箇所についても検討を進めていくことを要望する。 

 

２ 動物園の魅力向上に向けた取組について 

（１）新たに来園者を増やしていく工夫について伺いたい。 

（２）リピーターをさらに増やしていくための取組について伺いたい。 

（要望）子供にも読みやすく、動物園へ行きたくなるようなホームページの改善を 

要望する。 

（３）デジタルツールを活用した動物園の今後の取組の方向性について伺いたい。 

（４）インクルーシブの取組にもデジタルの視点を取り入れるべきと考えるが、見

解を伺いたい。 

（要望）デジタルも駆使したインクルーシブな取組を推進することを要望する。 

（５）これからは企業や団体から動物園を支えてもらうよう取り組むことが必要と

考えるが、見解を伺いたい。 

（要望）閑散期には、企業や団体の研修、イベントなどに積極的に活用するなど、

新たな取組の推進を要望する。 
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３ ＥＶバスの導入支援について 

（１）ＥＶバス導入支援の概要について伺いたい。 

（２）車両だけではなく充電器の設置に対しても補助を行うねらいについて伺いた

い。 

（要望）車両と充電インフラの両輪での支援を要望する。 

（３）本市のＥＶ普及策の方向性について伺いたい。 

（要望）市民がＥＶの購入を検討したり、ＥＶでの生活がイメージできるよう、広

報に努めるとともに、購入への支援やインフラ整備をより一層充実すること

を要望する。 
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２ 坂 井   太 委員（維新会） 

 

１ 公園緑地からの横浜の魅力づくりについて 

（１）海の公園における海の環境を保全するために行っている取組について伺いた

い。 

（２）海の公園の魅力を発信するための取組について伺いたい。 

（３）樹林地の維持管理の進め方について伺いたい。 

（４）公園愛護会の活動に寄り添った支援内容について伺いたい。 

 

２ 下水道ＤＸの推進について 

（１）土木事務所の下水道業務にタブレット端末を活用することによる効果につい

て伺いたい。 

（２）今後の進め方について伺いたい。 

 

３ 野毛山動物園のリニューアルについて 

（１）リニューアルにおける動物福祉の視点について伺いたい。 

（２）野毛山動物園を引き続き無料とする考えについて伺いたい。 

（３）金沢動物園を盛り上げていく工夫について伺いたい。 
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３ 宇佐美 さやか 委員（共産党） 

 

１ 震災時に逃げられる場所としての公園整備について 

（１）震災時における公園の機能について伺いたい。 

（２）「横浜市水と緑の基本計画」における身近な公園の整備目標と到達状況につい

て伺いたい。 

（３）まちの防災機能を高める身近な公園の整備が求められていると考えるが、見 

解を伺いたい。 

（要望）整備目標として掲げている１小学校に二つの公園整備という目標をしっか 

りと堅持し、推進することを要望する。 

 

２ 震災時のハマッコトイレの機能発揮に向けた普及啓発について 

（１）ハマッコトイレの設置根拠となる計画について伺いたい。 

（２）普及啓発のための訓練と参加状況について伺いたい。 

（３）防災訓練等における実施内容について伺いたい。 

（要望）地域防災拠点での訓練のメニューとして、ハマッコトイレの組み立て訓練 

   を選んでいただけるようにしっかりとアピールすることを要望する。 

 

３ 下水道の危機管理体制の確保について 

（１）震災を想定した下水道業務継続計画に基づく訓練の実施状況と実施内容につ

いて伺いたい。 

（２）能登半島地震から得た教訓を業務継続計画に反映し、今後の訓練の中に生か

していく必要があると考えるが、見解を伺いたい。 

（３）下水道の技術をしっかりと次の世代につないでいただきたいと考えるが、見 

解を伺いたい。 

（要望）安心、安全なまちづくりにしっかりと貢献することを要望する。 
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４ 白 井 亮 次 委員（自民党） 

 

１ 予算総括について 

（１）令和６年度環境創造局予算編成に際しての所感について伺いたい。 

（２）予算編成における施策のポイントについて伺いたい。 

 

２ 能登半島地震における下水道災害支援について 

（１）能登半島地震における下水道災害支援の内容について伺いたい。 

（２）被災地支援に対する所感について伺いたい。 

 

３ 下水道事業のアセットマネジメントについて 

（１）下水道事業の今後の財政運営について伺いたい。 

（２）下水道事業のアセットマネジメントの推進に向けた決意について伺いたい。 

（要望）今後、アセットマネジメントを推進する上で、国との調整はより必要とな

るため、以前のように国土交通省との連携強化を強く要望する。 

 

４ 下水道分野における国際協力と企業支援について 

（１）ハノイ市に対する JICA 草の根技術協力事業の目的、活動内容及び成果につい

て伺いたい。 

（２）JICA 草の根技術協力事業を活用して国際技術支援を行ったことに対する所感

について伺いたい。 

（３） ハノイ市における汚泥処理計画の実現へ向けた今後の取組について伺いたい。 

（４）ハノイ市との今後の交流について伺いたい。 

（５）横浜水ビジネス協議会会員企業の海外展開を支援するための主な取組につい

て伺いたい。 

（６）海外水ビジネスに関する今後の取組について伺いたい。 

（要望）日越の企業グループによる交流が促進されることや、ハノイ市との友好委

員会設立を要望する。 

（要望）新局に移行しても、持続的な下水道事業の運営に取り組むことを要望する。 
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５ 下水再生リンの肥料化の推進について 

（１）現在の進捗状況と令和６年度の取組について伺いたい。 

（２）どのような肥料を想定し、どのように農家に使ってもらうのか伺いたい。 

（３）下水再生リンを活用した肥料の国産化の取組を広く周知すべきと考えるが、

見解を伺いたい。 

 

６ 公園のまちヨコハマについて 

（１）「公園のまちヨコハマ」を推進する狙いについて伺いたい。 

（２）「公園のまちヨコハマ」の令和６年度の具体的な取組について伺いたい。 

（３）インクルーシブな公園づくりの進め方について伺いたい。 

（要望）様々な世代が身近にスポーツを楽しむことのできる場の充実など、個別の

公園ごとの多様なニーズに対応することを要望する。 

 

７ 公園の財源創出について 

（１）公園施設における財源創出の取組状況について伺いたい。 

（２）公園をより使いこなし財源創出を進めていくべきと考えるが、見解を伺いた

い。 

（要望）多様な受け皿を用意し、幅広い方々に御協力いただけるよう、財源確保の

取組をトライアルすることを要望する。 

 

８ （仮称）旧上瀬谷通信施設公園の防災機能について 

（１）公園整備での防災に関する対応状況について伺いたい。 

（２）広域応援活動拠点となる公園整備に向けた意気込みについて伺いたい。 
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５ 伏 見 幸 枝 委員（自民党） 

 

１ 下水道による災害に強いまちづくりについて 

（１）エキサイトよこはま龍宮橋雨水幹線の工事の進捗状況について伺いたい。 

（２）浸水対策の進捗状況と今後の進め方について伺いたい。 

（３）ハマッコトイレの整備状況と流末枝線管きょの耐震化の進捗状況について伺

いたい。 

（４）緊急輸送路下の下水道の耐震化の進め方について伺いたい。 

 

２ 野毛山動物園のリニューアルについて 

（１）インクルーシブの視点から動物園をどのようにリニューアルしていくのか伺 

いたい。 

（２）これまで以上に親子連れがくつろいで過ごせる空間づくりが必要と考えるが、

見解を伺いたい。 

 

３ 金沢動物園について 

（１）プロジェクションマッピングを活用して、金沢動物園のプロモーションに力

を入れるべきと考えるが、見解を伺いたい。 

（２）金沢動物園の自然豊かな特色を生かした取組について伺いたい。 

（３）子どもたちにも動物園への寄附がどのように使われているか、より知っても

らうべきと考えるが、見解を伺いたい。 

 

４ 公園愛護会活動と GREEN×EXPO 2027に向けた機運醸成について 

（１） 子どもたちが公園愛護会活動に参加する機会を増やす工夫について伺いたい。 

（２） 横浜フラワー＆ガーデンフェスティバル2024の目的や内容について伺いたい。 

（３）GREEN×EXPO 2027に向けた公園愛護会と連携した機運醸成の取組について伺

いたい。 
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５ 横浜都市農業推進プランについて 

（１）本市で水田を保全する意義について伺いたい。 

（２）水田保全策の拡充内容について伺いたい。 

（３）今後の都市農業の発展に向けた考えについて伺いたい。 

 

６ 公園の整備と子どもの水遊び場について 

（１）公園における水に触れて楽しめる施設の整備状況について伺いたい。 

（２）公園の利活用の中で、子どもたちが水遊びをできるよう工夫していくべきと

考えるが、見解を伺いたい。 

（要望）舞岡八幡山しぜん公園について、整備だけではなく、完成後の運営も含め、

例えば指定管理者を選定する際の仕様に入れるなど、様々な年代の子供が安

心して水と親しむことができる公園とすることを要望する。 

 

７ 環境創造局の総括について 

（１）環境創造局としての総括について伺いたい。 

（２）環境行政を推進する副市長の決意について伺いたい。 
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６ 尾 崎   太 委員（公明党） 

 

１ 下水道管の効率的な維持管理について 

（１）現在の下水道管の維持管理における取組状況について伺いたい。 

（２）中大口径管包括的民間委託の２期目に期待する効果について伺いたい。 

（３）下水道管の維持管理には更なる効率化が必要と考えるが、見解を伺いたい。 

 

２ 公園の受動喫煙対策について 

（１）他の大都市の受動喫煙対策の状況について伺いたい。 

（２）今後の受動喫煙対策の進め方について伺いたい。 

（要望）公園で子供が安心して遊べる環境を整え、望まない受動喫煙を防止するた 

めにも、条例化を含めた取組の推進を要望する。 

 

３ （仮称）北寺尾六丁目公園の整備について 

（１）「公有地化によるシンボル的な緑の創出・育成事業」のこれまでの実績につい

て伺いたい。 

（２）公園の計画に地域の意見をどのように反映したかについて伺いたい。 

（３）市街地で緑を創出・育成する取組をさらに進めていくべきと考えるが、見解

を伺いたい。 

 

４ 二ツ池公園の整備について 

（１）令和６年度の整備内容について伺いたい。 

（２）地域の声を踏まえた未整備区域の整備の進め方について伺いたい。 
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５ 小柴自然公園の整備について 

（１）小柴自然公園の利用状況について伺いたい。 

（２）利用者の増加を踏まえた今後の駐車場対策について伺いたい。 

（３）今後のインクルーシブ遊具広場の整備では小柴自然公園における知見を生か

すべきと考えるが、見解を伺いたい。 

（４）小柴自然公園第２期エリア、３期エリアについても、インクルーシブの視点

を取り入れるべきと考えるが、見解を伺いたい。 

 

６ 大通り公園のリニューアルについて 

（１）リニューアル事業の取組状況について伺いたい。 

（２）民間事業者から提案のあった事業アイデアについて伺いたい。 

（３）リニューアルに向けた意気込みについて伺いたい。 

 

７ 野毛山動物園のリニューアルについて 

（１）現在の野毛山動物園の魅力について伺いたい。 

（２）リニューアル後の動物園の敷地面積について伺いたい。 

（３）リニューアルを機にさらに魅力を高める工夫について伺いたい。 

（４）持続可能な動物園とするための財源確保について伺いたい。 

 

８ 公共施設への太陽光発電設備の導入について 

（１） 公共施設への太陽光発電設備の導入状況と基本的な進め方について伺いたい。 

（２）金沢水再生センターへの太陽光発電設備の導入に向けた取組状況について伺

いたい。 

（３）公共施設への太陽光発電設備の導入加速化に向けた意気込みについて伺いた

い。 

（要望）市民の身近に存在する公共施設での導入は、市域での脱炭素を率先する意 

味でも重要となるため、計画通りに進めることを要望する。 


